
新配合土による高品質菊間瓦 
－ 新配合土による高品質菊間瓦の開発研究 （Ｈ24）－ 

 菊間瓦の製造に用いられてきた、地元産原料が採掘不可能となったため、代替 
原料として、山本土、大島石切屑、上尾陶石残土等の配合試験を実施し、瓦の焼成 
歪等の特性を解析することにより、高品質な菊間瓦の製造条件を検討しました。 

 
 

○山本土及び大島石切屑はアルカリ成分（Na2O,K2O）が多く、低温での焼締が 
 可能でした。一方、上尾陶石残土は、高温焼成により吸水率を低くした場合の 
 歪が改善されることが分かりました。 
○山本土を配合して実機試作した桟瓦（1043℃焼成）は、吸水率8.4％、耐凍害 
 試験回数30回以上となり、高品質ないぶし瓦が開発できました。社寺向けの本瓦 
 は高温焼成が可能であり、吸水率5.5％、凍害試験回数100回以上の超耐寒瓦 
 が開発できました。現在、菊間瓦製造企業において実機製造・販売されています。 
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